


別 添

1,構造名 :

給水管 ・排水管 ・ケ
ーブル ・電線管/熱 膨張材 ・合成ゴム混入無機質充てんシー ト材/シ リコーン系シ

ーリング材充てん/壁 耐火構造/貫 通部分 (中空壁を除く)

2.申請仕様の寸法等 :

申請仕様の寸法等を表 1に示す

表 1 申 請仕様の寸法等

3.申請仕様の主構成材料 :

申請仕様の申請仕様の主構成材料を表 2及びケ
ーブル ・管の構成材料を表 3に示す。

表 2 申 請仕様の主構成材料

項  目 申 請 仕 様

開日音再
形状 円形 (φ7 0 1 1 1 1 1 1以下)

面積 000385皿2以下

各種配管と壁との隙間寸法 (クリアランス) 2～10111111

占積率

(開口面積に対する配管又は電線管断面積の総合計の割合)
858%以 下

貫通する壁の構造等

片面強化せつこうボー ド重張/軽 量鉄骨下地問仕切壁

(国土交通大臣認定 耐 火構造 i FP060NP-0007、

FP060NP-0046、 FP060NP-0049、 FP080NP-0185、

FP060NP-0189、 FP060NP-0192、 FP060NP-0233、

FP060NP-0258)

厚 さ 42111111以上

項   目 申 請 仕 様

耐熱シール

シー ト材

しん材

材料 熱膨張材 ・合成ゴム混入無機質充てんシー ト材

寸法

厚さ 2,3(±0抑 Illlll以上

幅 55(±2.0)llull以上

長さ 配 管又は電線管の周長 1周以上

密度

組成

(質量%)

表面材

(充てん材

接触側)

材 料

アルミニウムテープ

種類 i(1)～惚)の一

(1)ポ リオレフィン系繊維強化アルミニウム系テープ

(2)アルミニウム系テープ

(3)ガラス繊維5負化アルミニウム系テープ

(4)なし

厚 さ 0 3 5 (±0跡 I I I l l以下

充てん材
材料

建築用シーリング材 (JIS A 5758)

種類 iシリコーン系シーリング材

充てん量 壁表面から42 1 1 u l l以上
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表 3 申 請仕様のケーブル ・管の構成材料

項 目 申 請  仕  様

給
水
管

・
排
水
管

，
電
線
管

（以
下
、
配
管
と
い
う
）

被
覆
材
付
配
管

配管の種

類 !①、

②又は③

①

材料 架橋ポリエチレン管 (JIS K 6769、JIS K 6787)

外径 2 7  0 m m以下

厚 さ 325111111以下

②

材 料 ポ リブテン管 (」IS【 6778、JIS K 6792)

外径 2 7 . O m m以下

厚 さ 2 9 0コ田以下

③

材料

金属強化ポリエチレン管

管の構成 外 層 ・内層 !ポリエチレン系樹脂

中間層 :アル ミニウム

外径 251111111以下

厚 さ 2  9 0 m m以下

被覆材
材料

種類 i①～③の一

①ポリエチレンフォーム (」IS A 9511)

②ポリスチレンフォーム (JIS A 9511)

③硬質ウレンタフォーム (」IS A 9511)

④フェノールフォーム (」IS A 9511)

⑤ポリプロと
°レンフォーム

⑥難燃ポリオレフィンフォーム (酸素指数 :21以上)
⑦合成ゴム系フォーム(ニトリルゴム、スチレンコ`ム、ク,ロフ

・
レンコち、エチレンフ

CDヒt

①グラスウール (」IS A 9504)

③ロックウール (JIS A 9504)

レンコ
｀
ム

寸法 外径50mm以下、厚 さ10111111以下

さ
や
管
付
配
管

・
ケ
ー
ブ
ル

内
管

（挿
入
管
）

・
ケ
ー
ブ

ル

（挿
入
ケ
ー
ブ
ル
）

条件

組み合わせ条件 1(1)、 (2)又は (3)

(1)①及び④の組合せ
(2)②及び④の組合せ
(3)①及び④の組合せ

①

材料 架橋ポリエテレン管 (JIS【 6769、JIS【 6787)

外径 27 0mm以下

厚 さ 3 2 5コ租以下

②

材料 ポリブテン管 (」IS【 6778、JIS【 6792)

外径 2 7  0 m m以下

厚 さ 29皿皿以下

③

材料

金属強化ポリエチレン管

管の構成 外 層 ,内層 iポ リエチレン系樹脂

中間層 :アル ミユウム

外径 2 5  1 m m以下

厚 さ 2  9 0 m m以下

④

材料 ケーブル

導体 (又は芯

線)の 断面積

1本 あたり 1 1 2511ul12以下

総合計 3 7511tl12以下 (銅等の金属類)

導体 (又は芯

線)の 種類
銅、アルミニウム、その他これらに類する不燃性の材質

総有機量 48g/m以 下

絶縁体 塩化 ビニアレ系樹月旨 1厚 さ 1 0 8mm以 下

さや管

材 料 合成樹脂製可とう電線管 (JIS C 8411)

外径 42mm以下

種類 CD管 又は PF管

直
配
管

配管の種

類 :①、

②又は③

①

材 料 架橋ポリエチレン管 (31S【 6769、JiS【 6787)

外径 3 4 0 B田以下

厚 さ 40m田以下

②

材料 ポリブテン管 (JIS【 6778、JIS【 6792)

外径 3 4 0 m□以下

厚 さ 及95コⅢ以下

③

材料

金属強化ポリエチレン管

管の構成 外 層 ・内層 iポリエチレン系樹脂

中間層 |アル ミニウム

外径 321m皿以下

厚 さ 31剛 以下
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4申 請仕様の構造説明図 :

申請仕様の構造説明図を図 1～図 3に 示す。
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単位 mm

φ70以下 |(シリ
コーン系シーリング材)

(開口寸法)

被覆材付配管の場合

1遇φ54以下|(シリコーン系シーリング材)
(開口寸法)

直配管の場合

(開口寸法)

や管付配管・ケープサレの場合

立 面 図

構造説明図

耐熱シールシー勝オ

※被覆材 (外径 50以下,厚さ10以下)

耐熱シールシート材

ケーフ
ド
ル(挿入ケーフ

ト
ル)

耐熱シーサレシート本オ

出

し'ト ン系方 レ翔

図 1
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単位 mm

被覆材付配管

※被覆材(外径 50以下,厚さ10以下)

A―A'断面図

被覆材付配管の場合

図 2 構 造説明図
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アルミニウム系テープ
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平面図

単位 mm

耐熱シールシー ト材の詳細図

注)Llが L2と同じ場合は、アルミニウム系テープにて固定

図 3 構 造説明図
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アルミニウム系テープ

接着材部分

断面図

Ll L2 V げ t

配管又はさや管周長1周以上 2 3 5以下 55(±2)以上 23(±02)以上



5施 工方法 :

施工図を図 4及 び図 5に 示す。

施工は、以下の手順で行なう。

(1)貫 通開田部の設定

配管サイズ,本数及び占積率を考慮 して貫通開田部を設ける。

(貫通させる配管外径に 4～20mm加えた値を開口径 とする。)

(2)配 管の設置

配管の設置を行い、支持・固定する。

(3)耐 熱シールシー ト材の巻き付け

耐熱シールシー ト材を配管に対 して
一
周以上巻き付けてアル ミニウムテープ部分を張付けて固定す

る。この時、耐熱シールシー ト材 と配管との間に隙間がないように注意 し確認する。

(4)耐 熱シールシー ト材の所定の位置への設置

耐熱シールシー ト材を配管に沿わせて耐熱シールシー ト材の先端が壁面と同一面になるようにスラ

イ ドさせる。

(5)充 てん材の埋め戻 し

員通開田部と耐熱シ
ールシー ト材の隙間に、壁厚 さ42mm以上充てん材で埋め戻 しする。

埋め戻し部に隙間が無いことを確認 して仕上げる。
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単位 mm

(開口寸法)

被覆材付配管の場合

直配管の場合

さや管付配管・ケーフ
ド
ルの場合

立 面 図

図 4

耐熱シールシー蹴オ

※被覆材(外径 50以下,厚さ10以下)

(シリコーン系シーリング材)

ケーフ
・
ル(挿入ケーフ

・
ル)

耐熱シールシート本オ

(シリコーン系シーリンク
ド
本オ)
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施工図



単位 mm

被覆材付配管

※被覆材 (外径 50以下,厚さ10以下)

A―A'断面図

被覆材付配管の場合

図 5
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施工図




